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３．経 営 成 績 
 

1. 当中間期の概況 

わが国の経済は、長引く景気の低迷と厳しい国際競争や急速に進む高齢化社会に直面する中、アジア経済

の回復を背景とした輸出増の下支えと、インターネットに代表されるＩＴ需要の拡大による民間設備投資の

増加により、昨年度のＧＤＰが 3年ぶりにプラスに転じるなど、ゆるやかながらもようやく景気の回復傾向

がうかがえるようになりました。 

21 世紀のはじまりに歩調を合わせるように、高度情報化の波（ＩＴ革命）が各産業分野はもとより、わ
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４．中間連結財務諸表等
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(3) 中間連結剰余金計算書 （単位：千円）

期　　別　 当中間連結会計期間 前 �
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(2) 所在地別セグメント情報 

当中間連結会計期間（自 平成 12 年 4 月 1 日  至 平成 12 年 9 月 30 日） 

本国以外の国または地域に所在する連結子会社がないため、所在地別セグメント情報は記載

しておりません。 

前連結会計年度（自 平成 11 年 4 月 1 日  至 平成 12 年 3 月 31 日） 

本国以外の国または地域に所在する連結子会社がないため、所在地別セグメント情報は記載

しておりません。 

 

(3) 海外売上高 

当中間連結会計期間（自 平成 12 年 4 月 1 日  至 平成 12 年 9 月 30 日） 

海外売上高は、連結売上高の 10%未満のため、その記載を省略しております。 

前連結会計年度（自 平成 11 年 4 月 1 日  至 平成 12 年 3 月 31 日） 

海外売上高は、連結売上高の 10%未満のため、その記載を省略しております。 

 

 

       2.  各事業区分の主要商品

事 業 区 分 主 要 商 品

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ･ 周 辺
シ ス テ ム 事 業

プリンター装置、磁気テープ・ディスク記憶装置、パソコン、サーバー、電子検索ソ
フト、サプライ品

ネ ッ ト ワ ー ク
シ ス テ ム 事 業
�"塔 投�塔 塔








